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四
国
西
南
地
域
の
高
速
道
路
整
備
に
向
け
て

■
建
設
課
か
ら

未
来
の
医
師
に

愛
南
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
「
四
国
西
南
地
域
道
路
整
備

促
進
協
議
会（
会
長 

清
水
雅ま

さ

文ふ
み

愛
南
町
長
）
」
の
平
成
27
年
度
総
会
が

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

宇
和
島
圏
域
と
高
知
県
幡
多
圏
域
の

10
市
町
村
の
首
長
や
議
長
、
愛
媛
・

高
知
両
県
の
関
係
職
員
、
両
圏
域
に

関
係
す
る
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員

並
び
に
商
工
会
、
商
工
会
議
所
な
ど

の
関
係
者
64
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
26
年
度
の
事
業

報
告
や
収
支
決
算
報
告
を
行
っ
た
ほ

か
、
平
成
27
年
度
計
画
と
し
て
、
「
四

国
西
南
地
域
の
道
路
要
望
活
動
や
啓

発
活
動
を
行
う
こ
と
」
な
ど
を
決
定

し
ま
し
た
。

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

   5/
   23、24

 5/
   22

　
愛
媛
大
学
医
学
部
重
信
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
「
第
39
回 

愛
媛
大
学
医
学
祭
」
に
愛
南
町
が
出

店
し
、
特
産
の
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
や
岩
牡
蠣
の
炭
火
焼
を

提
供
し
て
未
来
の
医
師
・
看
護
師
た
ち
に
愛
南
町
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
23
日
に
は
愛
南
町
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
な
ー
し
く
ん
」
も
参
加
し
て
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
愛
南
町
の
ブ
ー
ス
は
両
日
と
も
長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
人
気
で
、
岩
牡
蠣
を
食
べ
た
学
生
は
「
大
き
な
牡
蠣
に
驚

い
た
。
愛
南
町
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
が
、
ぜ
ひ
行
っ
て

み
た
い
」
、
「
実
習
や

研
修
に
は
愛
南
町
を

希
望
し
ま
す
」
と
愛

南
町
の
食
や
医
療
に

関
心
を
示
し
て
い
ま

し
た
。

　
愛
南
町
の
慢
性
的

な
医
師
不
足
解
消
の

た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と

し
て
、
同
医
学
祭
へ

の
出
店
を
今
後
も
継

続
す
る
予
定
で
す
。

清
水
町
長
挨
拶（
要
旨
）

　
愛
媛
県
側
の
高
速
道
路
整
備
状
況
は
、
今
年
３

月
に
津
島
高
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
IC
）〜
津
島

岩
松
IC
間（
Ｌ
＝
3.5
㎞
）が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り

「
宇
和
島
道
路
」
が
全
線
供
用
開
始
と
な
り
、
交

通
の
安
全
性
・
利
便
性
が
向
上
し
た
こ
と
に
対

し
、
関
係
者
各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
津
島
道
路
」岩
松
IC
〜
内
海
の
10
・
３
㎞
区
間
が

平
成
24
年
度
に
国
の
新
規
事
業
と
し
て
決
定
し
、

現
在
ま
で
に
柏
地
区
に
お
い
て
詳
細
な
用
地
等
の

測
量
設
計
を
実
施
し
、
今
年
度
か
ら
用
地
買
収
交

渉
に
入
る
予
定
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
工
事
着
手

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
内
海
〜
宿
毛
間
」

に
お
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
計
画
段
階
評
価
を
進

め
る
た
め
の
概
略
ル
ー
ト
等
の
調
査
に
着
手
す
る

予
定
で
す
。
今
後
も
、
本
協
議
会
の
最
重
点
事

項
で
あ
る
四
国
西
南
地
域
の
「
高
速
道
路
」
の
整

備
促
進
に
お
い
て
、
地
域
経
済
の
発
展
並
び
に
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
た
『
真

に
必
要
な
道
路
・
命
の
道
』
と
し
て
、
四
国
８
の

字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
促
進
に
関
す
る
要

望
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
日
常

生
活
の
根
幹
と
な
る
国
道
56
号
に
お
い
て
も
、
増

田
視
距
改
良
事
業（
Ｌ
＝
1.2
㎞
）の
早
期
整
備
推
進

要
望
等
を
併
せ
て
行
っ
て
い
く
な
ど
、
県
境
を
越

え
た
、
安
全
性
の
高
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
確
保

の
た
め
、
引
き
続
き
要
望
を
続
け
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

平
成
27
年
10
月
か
ら
、
国
民
の
皆
様
一
人
一
人
に
12
桁
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）が
通
知
さ
れ
ま
す

◆
町
か
ら
住
民
票
の
住
所
に
通
知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

◆
通
知
カ
ー
ド
は
平
成
28
年
1
月
か
ら
交
付
さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

申
請
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
は
、
国

民
一
人
一
人
が
持
つ
12
桁
の
番
号
の
こ
と

で
す
。
※
法
人
に
も
13
桁
の
法
人
番
号
が

指
定
さ
れ
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
結
び
つ
い
た
個
人
情

報
を
保
護
す
る
た
め
、
様
々
な
対
策
が
報

じ
ら
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
？

平
成
28
年
１
月
か
ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
や
税
、災
害

対
策
の
行
政
手
続
き
で
利
用
で
き
ま
す

◆
平
成
28
年
１
月
か
ら
、
年
金
、
雇
用
保
険
、
医
療
保
険
の
手
続
き
、
生

活
保
護
や
福
祉
の
給
付
、
確
定
申
告
等
の
税
の
手
続
き
な
ど
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
行
政
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
使
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
は
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
行
う
と
き
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
　
０
５
７
９
―

２
０
―

０マ

イ

ナ

ン

バ

ー

１
７
８

行政機関、地方公共団体での作業が簡素化
され、手続きがスムーズになります。

申請時に必要な課税証明書といった資料の
添付を省略できるようになります。

所得や他の行政サービスの受給状況を把握
しやすくなり、脱税や不正受給などを防止
するとともに、本当に困っている方にきめ
細かな支援を行えます。

行政の効率化

手続きが正確で
早くなる

利便性の向上

面倒な手続きが
簡単に

公平・公正な社会の実現

給付金などの
不正受給の防止

３つのメリット

あなたにも、

マイナンバー。

はじまります。
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む
し
歯
０
本
、お
め
で
と
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

医
療
費
の
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の

　
　
　
受
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

“社会を明るくする運動”学習会

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
強
調
月
間
で
す

■
町
民
課
か
ら

■
第
64
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
　
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
選

　
愛
南
町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お

子
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
実
施
し
た
５
歳
児
健
診

で
は
、
19
名
の
受
診
者
の
う
ち
９

名
の
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

前
田
航こ
う

輝き 

く
ん（
家
串)

渡
邊
陽は

る

斗と 

く
ん（
家
串)

越
智
田
怜れ

い 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城)

岡
下
楓ふ

う

佳か 

ち
ゃ
ん（
僧
都)

田
野
彩さ

良ら 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲)

中
尾
優ゆ

月づ
き 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲)

黒
萩
琉る

楓か 

く
ん（
小
山)

吉
田
晴は

る

哉や 

く
ん（
広
見)

菅
原
遥は

る

斗と 

く
ん（
福
浦)     

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、
事

前
に
窓
口
で
提
示
し
て
い
た
だ
く

と
医
療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
る
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
等
の
有
効
期
限
が
７
月
末
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
か
ら
の

限
度
額
適
用
認
定
証
等
が
必
要
な
方

は
、
再
度
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
世
帯
内
に
住
民
税
が
未
申

告
の
方
が
い
る
世
帯
や
、
保
険
税
の

未
納
が
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
そ

の
場
で
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
８
月
か
ら
の
限
度
額
適
用
認
定
証

等
の
申
請
受
付
は
７
月
22
日
（
水
）
か

ら
と
な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
該
当
の
方
の
保
険
証
と
認
印
を

ご
持
参
の
上
、
町
民
課
又
は
各
支
所

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会

を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で

す
。

　
愛
南
町
で
は
、
広
報
パ
レ
ー
ド
や

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、
学
習
会
な
ど
各

種
啓
発
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
第
64
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
に
お
い
て
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

【
中
央
推
進
委
員
会
関
係
】

日
本
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞（
優
秀
賞
）

中
学
生
の
部
　
竹
本
み
り
さ
ん
　（
御
荘
中
３
年

：

現
南
宇
和
高
校
１
年
）

【
愛
媛
県
推
進
委
員
会
関
係
】

愛
媛
県
知
事
賞（
最
優
秀
賞
）

小
学
生
の
部
　
菅
原
こ
こ
ろ
さ
ん（
福
浦
小
５
年

：

現
同
校
６
年
）

松
山
保
護
観
察
所
長
表
彰（
優
秀
賞
）

中
学
生
の
部
　
岩
上
幹も

と

さ
ん
　
　（
内
海
中
２
年

：

現
同
校
３
年
）
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「
船
舶
職
員
養
成
講
習
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

■
水
産
課
か
ら

父
子
家
庭
が
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
し
た

■
町
民
課
か
ら

　
船
舶
職
員
（
船
長
、
航
海
士
、
機

関
長
、
機
関
士
等
）
に
関
す
る
「
海

技
免
許
」
の
取
得
の
た
め
、
免
許
講

習
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
（
受

　
　
区
分

項
目

船
舶
職
員
養
成
講
習（
４
、
５
級
海
技
士
）

申
込
締
切
日

９
月
11
日（
金
） 
※
随
時
受
付
中
で
す
。

講
習
期
間

９
月
25
日（
金
）〜
11
月
24
日（
火
）

※
国
家
試
験
　
11
月
25
日（
水
）〜
29
日（
日
）

講
習
場
所

西
海
町
民
会
館

対
象
者

雇
用
船
員
、
船
員
保
険
任
意
継
続
加
入
者
及
び
離
職
船
員

定
員

航
海
科
25
名
、
機
関
科
25
名

受
講
料

無
料
　
※
交
通
費
、
食
費
、
宿
泊
費
、
教
科
書
代
及
び
受
験

費
用
等
は
個
人
負
担
で
す
。

事
前
に
提
出

す
る
書
類

①
受
講
申
込
書（
愛
南
町
提
出
用
）、
②
訓
練
受
講
申
込
書（
Ｓ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
提
出
用
）、
③
船
員
手
帳
の
履
歴
の
写
し
及
び
乗
船

履
歴
証
明
の
写
し（
必
要
に
応
じ
て
）

講
習
開
始
時

に
持
参
す
る

も
の

①
住
民
票
２
通
（
本
籍
地
記
載
の
も
の
）
、
②
船
員
手
帳
、
③

海
技
免
状
（
保
持
者
の
み
）、④
乗
船
履
歴
証
明
（
必
要
に
応
じ

て
）
、
⑤
写
真
６
枚
（
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
か
つ
正

面
上
半
身
無
背
景
の
も
の
で
縦
３
㎝
×
横
３
㎝
、
ス
ピ
ー
ド

写
真
は
不
可
。
裏
面
に
氏
名
及
び
生
年
月
日
を
記
載
す
る
こ

と
。）、
⑥
印
鑑
、
⑦
受
講
決
定
通
知
書（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
か
ら
送

付
さ
れ
た
も
の
）
、
⑧
船
員
保
険
被
保
険
者
証
（
雇
用
船
員
、

船
員
保
険
任
意
継
続
加
入
者
の
み
）
、
⑨
受
講
指
示
書
（
離
職

船
員
で
職
業
安
定
所
か
ら
受
講
指
示
書
が
出
て
い
る
方
の
み
）

実
施
機
関

（
公
財
）日
本
船
員
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
水
産
課 

℡
７
２
―

７
３
１
２

講
者
が
少
な
い
場
合
は
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）
。
詳
し
く
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
」
が
、
平

成
27
年
７
月
か
ら
父
子
家
庭
も
新
た

に
助
成
対
象
に
加
わ
り
、
「
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
助
成
」
に
な
り
ま
し

た
。
資
格
要
件
等
は
扶
養
や
確
定
申

告
等
の
状
況
で
ご
家
庭
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、
町
民
課
に
「
資
格
登

録
申
請
に
必
要
な
も
の
」
を
ご
持
参

の
上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

資
格
要
件

　
ひ
と
り
親
で
あ
る
父
等
の
住
所
が
愛
南
町
に
あ
り
、
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と（
親
子
同
一
保
険
）、
児
童

の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
こ
と（
生
計
同
一
）、
所
得
税
非

課
税（
※
）で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
税
制
改
正
前
の
基
準
で
判
定
し
ま
す
。

資
格
登
録
申
請

に
必
要
な
も
の

①
健
康
保
険
証（
親
と
子
）、
②
印
鑑
、
③
転
入
の
場
合
、

前
住
所
地
の
所
得
課
税
証
明
書
、
④
戸
籍
謄
本
等
（
ひ
と

り
親
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
）

※
そ
の
ほ
か
、
次
の
福
祉
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証（
水
色
）

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証（
緑
色
）

申
請
先

愛
南
町
役
場
町
民
課

申
請
受
付
期
間

及
び
資
格
取
得

日

○
平
成
27
年
７
月
31
日
ま
で
に
申
請
　

　
　
　
　
　
　

⇒

　

　
資
格
取
得
日

：

平
成
27
年
７
月
１
日

○
平
成
27
年
８
月
１
日
以
降
に
申
請
　

　
　
　
　
　
　 ⇒

　

　
資
格
取
得
日
は
、
申
請
日
と
同
日
に
な
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
期
間
も
、
申
請
は
土
日
祝
祭
日
を
除
く
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
で
す
。

問
合
せ

　
町
民
課 
℡
７
２
―

７
３
０
０
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

◆
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証(

オ
リ
ー

ブ
色)

の
有
効
期
限
は
平
成
27
年
７

月
31
日
（
金
）
で
、
８
月
１
日
（
土
）
か

ら
は
新
し
い
保
険
証
（
薄
桃
色
）
に
変

わ
り
ま
す
。

対
象
者 

・
75
歳
以
上
の
方

・
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
で
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
方
（
本
人
の
申
請
に
基

づ
き
、
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
方
）

一
部
負
担
割
合

　
１
割
又
は
３
割 

　
※
平
成
26
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て

決
定
し
ま
す
。

交
付
の
時
期

　
新
し
い
保
険
証
は
７
月
下
旬
に
普

通
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。
８
月
直

前
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場
合
や
不

明
な
点
が
あ
る
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
８
月
以
降
に

75
歳
と
な
る
方
の
保
険
証
は
、
誕
生

月
の
前
月
又
は
誕
生
月
の
上
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
住

所
・
氏
名
や
一
部
負
担
割
合
な
ど
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
に
つ
い
て

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
も
７
月
31

日
で
す
。

　
現
在
保
有
し
て
い
て
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
は
、
保
険

証
と
一
緒
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
規

に
交
付
が
必
要
な
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

要
件

①
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
平
成
27
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税

の
世
帯

③
世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が
い

な
い
こ
と

※
右
記
の
要
件
に
該
当
し
、
長
期
入

院
該
当
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
８

月
以
降
も
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
方
に
つ
い
て
は
、
長
期
入
院
該

当
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
を
お
送
り
し
ま
す
。
長
期

入
院
該
当
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
が
届
い
て
い
な
い

方
で
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　
平
成
27
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま

す
。

　
保
険
料
は
、
一
人
一
人
に
等
し
く

か
か
る
「
均
等
割
額
」
と
、
所
得
に
応

じ
た
「
所
得
割
額
」
の
合
計
額
で
す
。

                  

         

＝                        

＋

・
保
険
料
（
年
額
）
は
10
円
未
満
切
り

捨
て
で
、
限
度
額
は
57
万
円
で
す
。

・
世
帯
の
所
得
に
応
じ
、
均
等
割
額

の
９
割
・
8.5
割
・
５
割
・
２
割
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
所
得
割
額
を
負
担
す
る
方
の
う

ち
、
総
所
得
金
額
等
か
ら
33
万
円

（
基
礎
控
除
額
）
を
差
し
引
い
た
額

が
58
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得
割

額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
方
は
所
得
割
額
の
負
担
は
な

く
、
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ

ま
す
（
国
民
健
康
保
険
及
び
国
民

健
康
保
険
組
合
は
除
き
ま
す
。）。

・
納
付
方
法
は
、
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
、
納
付
書

又
は
口
座
振
替
で
納
め
る
「
普
通

徴
収
」
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。
前

年
度
と
納
付
方
法
が
変
更
に
な
っ

て
い
る
方
も
い
ま
す
の
で
、
通
知

書
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
お

送
り
す
る
「
制
度
の
ご
案
内
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

一
人
当
た
り
の
保
険
料(

年
額)

均
等
割
額
４
５
，２
３
１
円

　 

所
得
割
額

　
　（
総
所
得
金
額
等

－

33
万
円

　
　
　
　
　
　
　
【
基
礎
控
除
額
】）

×

　
　
　
　
所
得
割
率
９
・
05
％
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生
涯
学
習
講
座
を
開
催
し
ま
す

■
生
涯
学
習
課
か
ら

「
波
止
場
釣
り
＆
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
南
ま
る
ゴ
チ
秋
の
味
覚
祭
」
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

　「
愛
南
な
ん
で
も
講
座
」
と
題
し
、

生
涯
学
習
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
愛
南
町
に
関
す
る
歴

史
や
自
然
、
産
業
な
ど
幅
広
い
分
野

を
と
り
揃
え
、
皆
様
の
知
的
好
奇
心

を
満
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

場
所
　
申
込
人
数
に
よ
っ
て
会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
料
　
無
料（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

日
時
・
講
座
内
容
等

日
　
時

講
義
内
容

講
　
師

７
月
26
日（
日
）

13
時
30
分
〜
15
時

考
古
学
講
座

愛
南
町
の
先
史
遺
跡

　
そ
の
分
布
と
立
地

（
公
財
）愛
媛
県

　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
課

   

第
二
係
長
　
多
田
　
仁じ

ん

８
月
22
日（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時

歴
史
・
民
俗
講
座

古
文
書
か
ら
み
る

　
幕
末
の
あ
い
な
ん

愛
南
町
役
場
生
涯
学
習
課

　
係
長
　
織
田
浩ひ

ろ

史ふ
み

10
月
31
日（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時

自
然
講
座

愛
南
の
サ
ン
ゴ
は
今

愛
南
サ
ン
ゴ
を
守
る
協
議
会

角
田
善よ

し

彦ひ
こ

12
月
12
日（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時

産
業
講
座

地
域
連
携

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ス
マ
」の
完
全

　
養
殖
技
術
開
発

国
立
大
学
法
人
愛
媛
大
学

　
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

准
教
授
　
後
藤
理り

恵え

平
成
28
年

２
月
20
日（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時

歴
史
・
民
俗
講
座

あ
い
な
ん
の

　
寺
社
を
探
る

愛
南
町
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
藤
田
儲し

ょ
ぞ
う三

※
日
程
・
講
義
内
容
は
、
講
師
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
で
は
、
「
波
止
場
釣

り
＆
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
波
穏
や
か

な
内
海
の
中
浦
湾
、
そ
の
波
止
場

　
10
月
４
日
（
日
）
に
㈱
レ
ク
ザ
ム
愛

南
工
場
敷
地
内
で
開
催
す
る
「
愛
南

ま
る
ゴ
チ
秋
の
味
覚
祭
」
の
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。
申
込
方
法
や
締
切

り
日
等
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
店
資
格
　
原
則
と
し
て
町
内
産
品

を
取
り
扱
う
町
内
商
店
・
生
産
者
等

問
合
せ

　
愛
南
ま
る
ゴ
チ
秋
の
味
覚

祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光

課
内
）  

℡
７
２
―

７
３
１
５

で
心
地
よ
い
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、
魚

釣
り
と
愛
南
の
海
の
恵
み
で
あ
る
鮮
度

抜
群
の
魚
介
類
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽

し
み
、
日
ご
ろ
の
心
と
体
の
疲
れ
を
癒

し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
７
月
26
日（
日
） 

　
　
　
９
時
〜（
雨
天
中
止
）

場
所
　
中
浦
湾
周
辺

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

体
験
料
　
１
人
　
２
，０
０
０
円

小
学
生
以
下
１
人
　
１
，０
０
０
円

（
幼
児
は
無
料
）

※
エ
サ
及
び
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
代

金
を
含
み
ま
す
。

そ
の
他
　
竿
と
仕
掛
け
は
、
主
催
者
が

用
意
し
ま
す（
持
参
も
可
）。

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日（
火
）

問
合
せ

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー  

　
℡
７
２
―

７
３
１
１
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1236）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士が相談をお

受けします。

※1回の相談人数は8人まで

で事前予約が必要です。定

員に達した場合は受付を終

了します。

　７月１４日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　７月１５日（水）14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

就
労
支
援
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す

■
愛
南
町
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

え
ひ
め
国
体
愛
南
町
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
ま
し
た

■
生
涯
学
習
課
か
ら

Ｂ
＆
Ｇ
夏
休
み
限
定

　
　
短
期
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す

■
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

日
程
　
７
月
27
日（
月
）〜
８
月
９
日

（
日
）の
期
間
の
う
ち
、
計
６
回
開
催

し
ま
す
。

　
※
全
日
程
の
受
講
が
必
須
で
す
。

受
講
場
所
　
城
辺
公
民
館

定
員
　
８
名
程
度
　
※
定
員
を
超
過

し
た
場
合
は
、
面
談
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

費
用
　
無
料

申
込
締
切
日
　
７
月
17
日（
金
） 

　
日
程
の
詳
細
や
応
募
資
格
等
に
つ

い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
愛
南
町
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
７
２
―

１
２
４
４

　
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
愛
南
町

実
行
委
員
会
で
は
、
２
０
１
７
年
に

開
催
さ
れ
る
愛
媛
国
体
に
向
け
、
準

備
状
況
や
開
催
競
技
の
情
報
等
を
広

く
周
知
す
る
た
め
国
体
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
随
時
新
し
い
情
報
を
提
供
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
R
L
 h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.a
in
a
n
.

eh
im
e.jp
/k
o
k
u
tai/

問
合
せ

　

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
２

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
小
学
生
の
水
泳
初
心
者
（
25
ｍ

泳
げ
な
い
児
童
）
を
対
象
に
「
夏
休

み
限
定
短
期
水
泳
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
水
泳
に
対
す
る
苦
手
意
識
を
取
り

除
き
、
水
泳
で
体
力
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

教
室
内
容

①
ア
タ
ッ
ク
コ
ー
ス

　 

（
４
日
間
連
続
４
回
コ
ー
ス
）

国体で愛南町が

盛り上がると

ええなーし

日
程
　
８
月
５
日（
水
）

〜
８
日（
土
）の
４
日
間

　
　
　
10
時
〜
10
時
50
分

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

　（
各
週
土
曜
日
４
回
コ
ー
ス
）

日
程
　
７
月
25
日（
土
）、

　
　
　
８
月
１
日（
土
）、

　
　
　
８
日（
土
）、22
日（
土
）

※
８
月
15
日
（
土
）
は
休
講
日

で
す
。

　
　
　
11
時
〜
11
時
50
分

募
集
定
員
　

　
各
コ
ー
ス
　
30
名
程
度

※
受
講
料
や
受
講
方
法
等
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

 

℡
７
２
―

１
１
１
７
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ご
存
知
で
す
か
　

　
　
　
　
障
害
基
礎
年
金

■
町
民
課
か
ら

あ
け
ぼ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
生
化
と

　
　
利
用
休
止
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に

初
診
日（
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気

や
ケ
ガ
に
つ
い
て
、
初
め
て
医
師
の

診
療
を
受
け
た
日
）の
あ
る
病
気
や
ケ

ガ
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
、

障
害
認
定
日（
初
診
日
か
ら
１
年
６
か

月
を
経
過
し
た
日
又
は
そ
の
期
間
内

に
症
状
が
固
定
し
た
日
）以
降
の
請
求

手
続
き
に
よ
り
、
法
令
で
定
め
ら
れ

た
障
害
等
級
表（
１
級
・
２
級
）
に
よ

る
障
害
の
状
態
に
あ
る
間
は
障
害
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
初
診
日
の
前
日
に
お
い

て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
公
的
年
金
の
加
入
期
間
の
３
分

の
２
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
、
保

険
料
が
納
付
又
は
免
除
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

・
初
診
日
に
お
い
て
65
歳
未
満
で
あ

り
、
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納

が
な
い
こ
と
。

　
ま
た
、
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る

病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
障
害
の
状
態

に
な
り
、
障
害
等
級
表
（
１
級
・
２

級
）に
よ
る
障
害
の
状
態
で
あ
れ
ば
、

20
歳
か
ら（
障
害
認
定
日
が
20
歳
以
後

の
場
合
は
、
認
定
日
か
ら
）請
求
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
本
人
に
一
定
額
以

上
の
所
得
や
他
年
金
の
受
給
が
あ
る

場
合
、
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

  

税
務
課
等
か
ら

７
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

固

定

資

産

税

2期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

2期分/

10期分

介

護

保

険

税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

1期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
７
月
17
日（
金
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
平
成
29
年
に
開
催
さ
れ
る
え
ひ
め

国
体
で
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
会

場
と
な
る
「
あ
け
ぼ
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（
通

称

：to
to

）
の
助
成
を
受
け
、
人
工

芝
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
工
事

に
入
り
ま
す
。

　
人
工
芝
生
化
に
よ
り
、
多
様
な
利

用
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
施
設
へ

と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
の
で
、
利
用

者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
工
事
期
間
中
の
利
用
休
止

に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間
　
平
成
27
年
７
月
〜
平
成

28
年
２
月(

予
定)

※
工
事
期
間
中
は
、
使
用
禁
止
に
な

り
ま
す
。

問
合
せ 

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―
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１
１
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年金手帳


